




Study on museum archives at the art museums in Japan: 

















　Due to lack of mutual understating among museum archives in Japan, inquiries on 
museum archives would fail. This paper aims to study museum archives in Japan 
through an analysis of three art museums that started functioning almost 
simultaneously. In accordance with the Museum Archives Guidelines approved by the 
Society of American Archivists, we found that museum archives have been established 
in Japan, though on an ad hoc basis. Museum archives in Japan are currently not fully 
developed； for example, in some instances, the museum library and website imperfectly 
complement the archives. To improve museum archives in Japan and keep them in 
good order, we need to understand records management and Japan’s legal framework.
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　なお本稿では断りのない限り、国際公文書館会議 （International Council on Archives： 
ICA、以下ICA）が提供する用語集7）にあるアーカイブズの定義
　 1 　 業務遂行の過程で個人又は組織により作成・収受されて蓄積され、並びにその持続
的価値ゆえに保存された文書。
　 2 　 アーカイブズを保存し、閲覧利用できるようにする建物又は建物の一部。アーカイ
ブズ保存所とも呼ばれる。





















7 ―― “Multilingual Archival Terminology”、International Council on Archives、
　　http://www.ciscra.org/mat/mat/termlist/l/Japanese
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3　ミュージアム・アーカイブズの定義とその類型
　ミュージアム・アーカイブズを検証するにあたり、アメリカ・アーキビスト協会（Society 






















8 ―― 以下を参照し記述する。Ann Marie Przybyla, ‘The Museum Archives Movement’, Deborah Wythe, 
ed., Museum Archives: An Introduction, 2nd ed., Society of American Archivists, 2004, pp. 3-8






11 ―― ウィリアムA.ダイス（William A. Deiss）による1984年刊行の初版につづき、2004年にデボラ・ワイス
（Deborah Wythe）編纂によるものが刊行され、後者は邦訳刊行が計画される。






































14 ―― Deborah Wythe, ed., Museum Archives: An Introduction, 2nd ed., Society of American Archivists, 
2004
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15 ―― “A Glossary of Archival and Records Terminology”、Society of American Archivists、
　　https://www2.archivists.org/glossary
16 ―― 博物館法第二条（定義）。
　　日本は、1946年に設置された世界国際博物館会議（International Council of Museums: ICOM）に1952年
加盟した。2019年 9 月、年次大会が京都で開催され、ミュージアムの定義変更が計画される。




















































工者の三者による理解と協力が必要である」という理念のもと、建築業協会（Building Contractors Society: 
BCS）が1960年に創設した賞。協会再編に伴い、2011年から日本建設業連合会が表彰活動を継承する。
21 ―― http://www.docomomojapan.com/
　　ドコモモ（Documentation and Conservation of buildings, sites and neighborhoods of the Modern Move-
ment: DOCOMOMO）とは、モダン・ムーブメントにかかわる建物と環境形成の記録調査および保存を目
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　　日本博物館協会では注 2に示した通り、館種を10に分類し、このうち「美術」ではおよそ 7 割の館が「ほ
とんどすべて」を登録と回答しているが、資料台帳を作成していない館が3 割を超える館種に「動水植」、「理
工」、「水族館」、「植物園」がある。
48 ―― 例えば、2007年に刊行された『神奈川県立近代美術館 所蔵作品総目録（1991-2005）』はその凡例で、
範囲、分野、掲載順について断りの上、作品に関する記載事項として作家名、生没年、作品名、制作年、材
質・技法、寸法など15項目を列記する。
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　本稿では、SAAが制定するミュージアム・アーカイブズ・ガイドラインに則り、日本
においても、組織活動に起因するミュージアム・アーカイブズの萌芽を確認することがで
きた。これは筆者の私見によるものであり、実際にそうと認識するかは、各館の判断に委
ねられる。たまたま残った結果がすなわちミュージアム・アーカイブズというのではなく、
恣意的ではない首尾一貫した判断基準をもち、ICAの定義に立ち返れば、文書すなわち記
録管理も射程に収める必要がある。ミュージアム・アーカイブズをもつということが最終
的な目的ではなく、利活用を可能とする環境整備が求められる。それには公文書管理法、
著作権法など日本の法制度を理解、かつ遵守することが必要前提条件である。こうした積
み重ねにより、ミュージアム・アーカイブズの芽は日本の土壌でも健やかに成長、発展す
ることだろう。
不在、制度上の問題」の 4つを挙げる。現実に即した率直な見解であるのかもしれないが、指定管理者とし
て東京都美術館を管理運営し、基本財産の一部を東京都が出捐した公益財団法人東京都歴史文化財団に所属
する者としては、公文書管理の軽視が垣間見える。
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